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平成 23年(ワ)第 1291号，平成 24年(ワ)第 441号，平成 25年(ワ)第 516号事件 

伊方原発運転差止請求事件 

 

意見陳述書 

 

２０１４年７月８日 

松山地方裁判所民事第２部 御中 

 

                                     原告 長生 博行  ㊞ 

（西宇和郡伊方町）     

 

私は伊方町に住んでいる長生博行と申します。私は、旧三崎町に生まれました。家業は柑橘専

業農家でしたが、畜産業も兼業していて、牛、豚、鷄も養っていました。また、母方の祖父も地

元で、一本釣りの漁師でした。私は地元の小、中学校、愛媛県立三崎高等学校を卒業してそのま

ま地元に就職し、現在は妻、長男、長女、両親の家族 6人で、先祖代々の地で生活しています。 

伊方町三崎地区では農・漁業の一次産業が盛んですが、後継者不足、過疎高齢化などの問題が

あります。しかし、農・漁業には定年はなく、また定年後の第２の人生で農・漁業を生きがいに

している人も多数います。それも、この佐田岬半島の自然の恵が住民の恵になっているからだと

思います。 

私が伊方町の住民としては初めて、この原発裁判の原告に参加した理由はやはり、福島の原発

事故です。スリーマイル・チェルノブイリと原発事故の記憶があり、また国内では、東海村の臨

界事故と伊方原発のプルサーマル発電など不安は続いていました。しかし、その思いを受け止め

てくれるものはなく、四電・行政も＜安全第一＞、＜対策はしている＞などと言い続けるので、

一住民としてはどうしようもない日々でした。 

しかし、福島の事故を日本国民として体験してしまい、その原発事故の収束のめども立たず、

また原因もわからないで再稼働の申請をするとは納得できません。四電と東電は会社が違うから

安全なのでしょうか？福島は東電が運転していたから事故を起こしたのでしょうか？それとも、

人智を超えた想定外の事が起きたから事故を起こしたのでしょうか？それなら伊方原発でも想定

外なことが起きる可能性は否定できず、安全基準などはありえないことになります。せめて福島

の原因究明・事故の収束・環境の復元・住民の帰還及び賠償が済んでから運転再開の申請をすべ

きです。 

これまでは私は伊方町の住民でありながら、原発に対しては傍観者でしたが、福島は寝ている

者を起こす原発事故です。国も東電も事故を起こしたくて、また起きても仕方ないなどと考えて

いたわけではありませんし、原発研究者・設計者・施工者・運転者・作業員も事故など起きない

と思っていたはずです。しかし、事故は起きました。これが、紛れもない事実であり現実です。 

伊方原発でも誰ひとりとして事故など望んでいません。しかし、可能性があります。ないと言え

る人は誰一人としていません。言っている人がいるとしたら、まだ終わらない事故現場の福島へ
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行って＜これだけの安全基準を満たしていたら事故など起きない＞と言ってから、伊方原発の申

請をしてください。日本は原発事故を起こした国なのですから。 

国内で原発がある地域は、どうして住民が少なく都市から離れているのですか？電力大消費地

に近ければ送電設備はあんなにいらないじゃないですか？安全なら都市に近いところに建ててく

ださい。ガソリン・軽油・灯油値上がりしても、車もトラックもバスも飛行機も動いています。

どうして、電気料金は特別扱いされるのです。原発の燃料も輸入しなければないのだから同じで

はないのですか？私達伊方町の住民は生活を営みながらも、絶えず原発事故の不安をかかえてい

ました。原発を稼働していない今は、不安はありません。 

しかし、一度目が覚めたら疑問が次々湧き上がります。今年の 4 月に伊方町町長選挙がありま

したが、有力三候補は誰も原発問題に触れることができませんでした。しかし、当選者の報道会

見では、再稼働について住民の理解が得られたと報道されていました。選挙中は触れもしていな

い原発問題に対してです。 

行政では原発事故を想定した避難計画が、作られつつあります。一年一回、愛媛県と連携した

訓練があります。私は生まれ育った場所でずっと生活しています。両親・子供達・地域の年配者

達と一緒に暮らしています。福島で起きた事故を想定するなら、また南海地震を想定するなら。

急斜面を切り取った生活道路は、避難道として遣えるのでしょうか？地すべりも継続しており、

国道名取トンネルは１年余の通行止めによる改修工事もおこなわれました。私は地元の建設会社

で働きながら町道県道工事に携わっていたので、その体験からみて地震が起きれば落石・倒木・

崩落などで避難道としてはつかえないと考えています。 

台風、豪雨による生活道路の復旧作業も幾度も経験しましたが、迅速な避難が必要な原発事故

には対応できるとは思えません。その上、現在では、地元建設会社も減少し、保有重機も少なく

なっております。私が勤めていた建設会社も廃業しています。 

また、急斜面に暮らす年配者は、迅速に避難できると思いますか？私は消防団員なのですが、

地区のお年寄りの迅速な避難誘導は困難です。生活している場所が急斜面で階段が多いからです。

私は祖父母の病院への通院時、家から道路まで階段を背負っていました。 

また、瀬戸地区・三崎地区からは、伊方原発の近くをすり抜けないと避難できない住民はどう

すればいいのですか？船で九州へ避難すると言い続けていますが、津波や地震のときに港湾設備

は無事使えますか？冬場の悪天候で、これまで訓練していますか？ 

私は漁業もしているのですが、時化ている時には漁船での避難は困難です。また、もし避難出

来るとしても、その人数も限定されます。フェリーなどの大型船は時化ているときは、着岸が困

難です。この事は、私がフェリーの着岸時の綱取の仕事もして経験済みです。南海地震の影響で

津波被害も予測されています。その時港湾設備は使えるのでしょうか？漁船は無事ですか？何事

も最悪を想定して、また想定外の事態にも対応出来る避難計画を愛媛県、伊方町で出してみてく

ださい。できなければ地元自治体として再稼働に反対してください。 

原発立地の過疎地の住民は言いたくても言えないしがらみがあることをご理解ください。原発

のお金を貰っているからです。それで、生活をしているからです。子供や親族やお世話になった

人がいるからです。しかし、福島で目が覚めました。駄目なものはどんな理屈をつけてもだめな
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のです。 

私たちが求めているものは、安全な空気と水と大地と海・佐田岬半島からの恵です。そして、

子々孫々受け継ぐことができる佐田岬半島です。一旦伊方原発で重大な事故が起きれば、私たち

は故郷を失ってしまいます。そんな危険な原発の運転など、すべきではありません。 

意見陳述の最後に、訴えます。美しい佐田岬半島の自然を守るために、また何よりもそこに住

んでいる私たち住民の生命と財産を守るために、伊方原発の運転差し止めを求める私たちの訴え

を認めてくださるようお願いします。 

 


